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研究成果の概要（和文）：本研究では，うつ病等の診断サポートとして，対面コミュニケーションにおけるアイコンタ
クトに着目し，非接触でアイコンタクトを計測できるシステムを開発した．このシステムでは，対話者間に仮想ディス
プレイとなるダイクロイックミラーを設置し，対話者はこのミラーを介してコミュニケーションを行う．ダイクロイッ
クミラーは，可視光を透過し，赤外線を反射する特性を有しており，このミラーから反射された赤外線画像から注視点
を計測することで，対話者間のアイコンタクトを推定することができる．さらに，仮想ディスプレイを配置することで
，注視点の分布傾向が異なるなど，アイコンタクトの客観指標化の可能性を示した．

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed an eye-contact measurement system using a dichroic 
mirror in face-to-face communication for mental health care. In this system, a dichroic mirror which has a
 function that transmits visible rays, and reflects infrared rays is arranged between two talkers as a vir
tual display, and the gaze points on the virtual display are estimated. When the estimated gaze points are
 present in the eye area of opposite talker, an eye-contact is established in face-to-face communication. 
In addition, we performed a communication experiment for examining an eye-contact measurement method in hu
man face-to-face communication. In the experiment, an acrylic board was arranged between two talkers as a 
virtual display, and the gaze points were analyzed in order to examine effects of the presence of acrylic 
board. The result demonstrated that the talker's line-of-sight has a tendency to concentrate on the center
 of the acrylic board.
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１．研究開始当初の背景 
近年、うつ病等でメンタルヘルスが必要な
患者が増加しており、メンタルヘルス対策が
喫緊の課題である。しかしながら、啓蒙活動
がほとんどで、初期症状を捉える等の効果的
な予防法の研究や試行がなされていない。う
つ病等の気分障害の初期症状は、無意識的な
行動として現れることが報告されており、と
くにアイコンタクトの頻度が低下すること
が観察されている。 
研究代表者は、人と人との視線情報を計
測・解析するために、頭部装着型の視線計測
装置を開発し、視線情報を CGキャラクタに
反映したコミュニケーションシステムを研
究開発してきた。 
このような視線計測技術をカウンセリン
グ等のメンタルヘルスに応用し、心理療法だ
けでなく工学的な指標でメンタルヘルスヘ
アを行うことは、メンタルヘルス対策の重要
な研究課題の 1つである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、これまで開発してきた視線計
測装置のプロトパイプを応用展開し、対面コ
ミュニケーション時の姿勢やアイコンタク
トを計測し、それを客観指標化できるアイコ
ンタクト計測システムを研究開発すること
を目的としている。このシステムは、カウン
セリング等のメンタルヘルスケアにおける
コミュニケーション時の無意識的な視線行
動を計測・記録し、うつ病等の気分障害者特
有の「アイコンタクトの頻度」を判別する基
礎基盤システムである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、対面コミュニケーションにお
けるアイコンタクトを計測し、客観指標化す
ることを目的としている。そのため、本研究
では Analysis（対面コミュニケーションにお
ける視線の行動特性の解析）と Design（アイ
コンタクト計測システムの開発・評価）の 2
方向から研究を進めた。 
 具体的には、まず Design では、本研究の
提案手法である大型の仮想ディスプレイと
なるダイクロイックミラーを作成し、それを
用いて対面コミュニケーションにおいて対
話者の視線を計測するアイコンタクト計測
システムを開発し、コミュニケーション実験
によりシステムの有効性を確認した。また、
Analysisでは、ミラーを配置することによる
影響を調査するために、これまで開発してき
た視線計測デバイスを用いてミラーを配置
した場合における視線行動の計測・解析を行
い、客観指標化に繋がる可能性を確認した。 
 
４．研究成果 
(1) アイコンタクト計測システムの開発 
 本研究では、アイコンタクトを非接触で計
測することを目的として、対話者間にダイク
ロイックミラーを設置し、対話者はミラーを

介しながらコミュニケーションを行う．ダイ
クロイックミラーは、可視光を透過し、赤外
線を反射する特性があり、この仮想ディスプ
レイにおける対話者の注視点を計測するこ
とで、対話者間のアイコンタクトを計測する
ことができる（図 1）。 
 

 
アイコンタクトの推定は、まずダイクロイ
ックミラーの赤外線反射映像より OpenCV
の cvHaarDetectObjects 関数を用いて画像処
理による目領域の検出を行った。次に、磁気
センサから取得した頭部の位置・角度データ
に基づいて仮想ディスプレイ上の注視点を
算出した。その後、先行実験によりアイコン
タクトしていると認識できる領域（両目を中
心として直径 60～80mm 程度の円内）に両者
の注視点がアイコンタクト可能領域内に存
在する場合は、アイコンタクトしていると判
定し、一方でも注視点が領域外に存在する場
合は、アイコンタクトしていないと判定した
（図 2）。このシステムを用いてコミュニケー
ション実験を行った結果、「視線の合いやす
さ」が向上する等、コミュニケーション効果
があることを確認した。 
 

 
(2) アイコンタクトの客観指標化の検討 
 本研究では、メンタルヘルスのためのアイ
コンタクト計測手法の開発を目指して、これ
まで開発してきた視線計測デバイスを用い
て対面コミュニケーション時の視線計測手
法を検討した。具体的には、透明なアクリル
板を仮想ディスプレイとして対話者間に設
置し、仮想ディスプレイの有無による注視点
の分析を行った。実験協力者は 19 歳～24 歳
までの健常な男女学生 10 組 20 人であった。 
結果の一例を図 3に示す。図中の赤枠は仮想
ディスプレイの領域を示している。図 3(a)
では、注視点が仮想ディスプレイを中心に分
布しており、相手の顔付近を注視しているの
に対し、図 3 (b)では仮想ディスプレイの制

図 2 アイコンタクトの推定 

図 1 アイコンタクト計測システム 
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約がないため、注視点の分布が(a)に比べて
大きくなっていることがわかる。これらを統
計処理した結果、仮想ディスプレイを配置す
ることで、アクリル板を中心に視線が集中し
やすくなる傾向にあることを示した。 
うつ病等の気分障害者は、視線が下方に向
き気味であることが報告されていることよ
り、提案手法を用いることでアイコンタクト
の客観指標化の可能性を示唆した。 
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図 3 視線行動の解析結果の一例 
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